









　In the present research I carried out a questionnaire investigation to 93 junior college students 
in order to make clear the influences of the experiences of extracurricular activities during 
elementary school days, junior high school days, and senior high school days to the competitive 
spirits. Results showed that the cultural activities had stronger influences than the athletic 
activities on their competitive spirits. Ｐａｒｔｉｃｕｌａｒ, experiences of cultural extracurricular 
activities at the age of elementary school days tended to raise his/her competitive spirit.

















































































人数 ％ 人数 ％
団体運動競技 32 34.40 61 65.60
個人運動競技 30 32.30 63 67.70
団体文化活動 17 18.30 76 81.70
個人文化活動 55 59.10 38 40.90
団体運動競技 25 26.90 68 73.10
個人運動競技 24 25.80 69 74.20
団体文化活動 34 36.60 59 63.40
個人文化活動 40 43.00 53 57.00
団体運動競技 13 14.00 80 86.00
個人運動競技 7 7.50 86 92.50
団体文化活動 34 36.60 59 63.40


















































おいては、セルフ・エフィカシー尺度においてのみ認められた（t(91)=2.27, p < .05）。
男子のほうが女子よりもセルフ・エフィカシーが高い結果となった。また、有意ではな
かったが、目立ちたい得点において有意な傾向が認められ（t(91)=1.79, p < .10）、女子
のほうが男子よりも高得点の傾向がみられた。
　次に、各得点の学科による差の検定では、競争心得点(F(2,90)=3.57, p < .05)、試した
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** 相関係数は１％ 水準で有意  
*  相関係数は５％ 水準で有意  
 
 

















































(t(91)=2.02, p < .05)と競争心得点(t(91)=2.39, p < .05)、小学生時の個人の文化活動
の有無における試したい得点(t(91)=3.86, p < .01)と競争心得点(t(91)=2.73, p < .01)、

































































































やっていた 32 20.34 2.54
61 20.41 2.97
やっていた 32 16.59 3.73
61 15.48 3.52
やっていた 32 50.31 6.90
61 49.54 6.88
やっていた 32 7.25 2.58
61 6.95 2.44
得点 小個人運動 度数 平均値 標準偏差 t値 自由度 有意確率
やっていた 30 13.63 4.06
63 13.52 3.78
やっていた 30 20.47 2.62
63 20.35 2.92
やっていた 30 16.33 3.33
63 15.63 3.75
やっていた 30 50.43 7.29
63 49.51 6.68
やっていた 30 7.03 2.65
63 7.06 2.42
得点 小団体文化 度数 平均値 標準偏差 t値 自由度 有意確率
やっていた 17 15.24 3.44
76 13.18 3.86
やっていた 17 21.59 2.45
76 20.12 2.83
やっていた 17 16.47 3.63
76 15.72 3.62
やっていた 17 53.29 5.84
76 49.03 6.86
やっていた 17 7.18 2.86
76 7.03 2.41
得点 小個人文化 度数 平均値 標準偏差 t値 自由度 有意確率
やっていた 55 13.87 4.04
38 13.11 3.57
やっていた 55 20.51 2.82
38 20.21 2.83
やっていた 55 16.98 3.32
38 14.24 3.44
やっていた 55 51.36 6.67
38 47.55 6.57
やっていた 55 7.27 2.56
38 6.74 2.34
得点 中団体運動 度数 平均値 標準偏差 t値 自由度 有意確率
やっていた 25 12.84 3.28
68 13.82 4.03
やっていた 25 20.28 2.84
68 20.43 2.83
やっていた 25 15.84 3.83
68 15.87 3.57
やっていた 25 48.96 7.33
68 50.12 6.70
やっていた 25 7.00 2.66
68 7.07 2.43
得点 中個人運動 度数 平均値 標準偏差 t値 自由度 有意確率
やっていた 24 12.58 4.68
69 13.90 3.49
やっていた 24 20.29 2.85
69 20.42 2.82
やっていた 24 15.71 3.63
69 15.91 3.64
やっていた 24 48.58 7.54
69 50.23 6.61
やっていた 24 6.46 2.15
69 7.26 2.57
1.425 91 .16 
.61 910.513
0.332 91 .74 
.92 910.107
0.187 91 .85 
0.869 91 .39 
0.551 91 .58 
0.127 91 .9 
2.018 91 .05 
1.978 91 .05 
0.606 91 .55 
0.055 91 .96 
0.225 91 .82 
0.944 91 .35 
0.768 91 .44 






















0.238 91 .81 
1.015 91 .31 
.9 
1.449 91 .15 
0.192 91 .85 
0.126



































得点 中団体文化 度数 平均値 標準偏差 t値 自由度 有意確率
やっていた 34 14.50 3.93
やっていない 59 13.02 3.73
やっていた 34 20.50 2.54
やっていない 59 20.32 2.98
やっていた 34 16.29 3.43
やっていない 59 15.61 3.73
やっていた 34 51.29 7.07
やっていない 59 48.95 6.64
やっていた 34 7.59 2.45
やっていない 59 6.75 2.46
得点 中個人文化 度数 平均値 標準偏差 t値 自由度 有意確率
やっていた 40 14.18 4.36
やっていない 53 13.09 3.39
やっていた 40 19.98 2.83
やっていない 53 20.70 2.78
やっていた 40 16.85 3.56
やっていない 53 15.11 3.51
やっていた 40 51.00 7.19
やっていない 53 48.91 6.52
やっていた 40 7.18 2.54
やっていない 53 6.96 2.45
得点 高団体運動 度数 平均値 標準偏差 t値 自由度 有意確率
やっていた 13 13.46 2.99
やっていない 80 13.58 3.99
やっていた 13 20.31 3.04
やっていない 80 20.40 2.80
やっていた 13 16.08 2.75
やっていない 80 15.83 3.75
やっていた 13 49.85 5.61
やっていない 80 49.80 7.07
やっていた 13 6.31 2.29
やっていない 80 7.18 2.50
得点 高個人運動 度数 平均値 標準偏差 t値 自由度 有意確率
やっていた 7 13.57 4.04
やっていない 86 13.56 3.86
やっていた 7 20.86 2.67
やっていない 86 20.35 2.84
やっていた 7 17.00 4.36
やっていない 86 15.77 3.56
やっていた 7 51.43 8.90
やっていない 86 49.67 6.71
やっていた 7 6.71 1.70
やっていない 86 7.08 2.54
得点 高団体文化 度数 平均値 標準偏差 t値 自由度 有意確率
やっていた 34 14.26 3.74
やっていない 59 13.15 3.89
やっていた 34 20.03 2.88
やっていない 59 20.59 2.78
やっていた 34 16.71 3.79
やっていない 59 15.37 3.45
やっていた 34 51.00 6.95
やっていない 59 49.12 6.76
やっていた 34 7.47 2.50
やっていない 59 6.81 2.45
得点 高個人文化 度数 平均値 標準偏差 t値 自由度 有意確率
やっていた 44 14.05 4.35
やっていない 49 13.12 3.33
やっていた 44 20.66 2.41
やっていない 49 20.14 3.14
やっていた 44 16.27 3.34
やっていない 49 15.49 3.84
やっていた 44 50.98 6.82
やっていない 49 48.76 6.79
やっていた 44 7.05 2.46































0.03 91 .98 
.3 




















0.649 91 .52 
0.009 91 .99 
0.458 91 .65 
0.022 91 .98 
1.173 91 .24 
0.109 91 .91 
0.232 91 .82 
0.408 91 .68 
0.098 91 .92 
2.349 91 .02 
1.467 91 .15 
1.345 91 .18 
1.231 91 .22 
1.602 91 .11 
1.592 91 .12 
0.292 91 .77 
0.877 91 .38 
1.81 91 .07 
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過去の課外活動経験の有無と競争心の関係
考　察
＜課外活動に関する傾向＞
　課外活動に関しては、運動競技については団体競技・個人競技を問わず、小学生→中学
生→高校生と学年が上がるごとに経験者が少なる傾向にあった。特に高校生ではかなり少
なかった。一方、文化活動については大きな変化はなかった。団体での文化活動も、中
学・高校での変化はほとんどなく、個人の文化活動も大きな減少はなかった。このような
傾向は、本調査対象者の１/３程度が音楽科の学生であったことも大きい。音楽専攻の学
生は、ピアノをはじめとした楽器や歌などのレッスンを受けていることが多い。そのため
にこのような結果になったと考えられる。本調査の結果を見てみると、運動競技におい
て、中学・高校での継続が少ないことが目についた。また、高校生になってから吹奏楽を
始めるなど、文化活動においても部活動と思われる活動では継続性が少なかった。一方、
個人の文化活動では継続されているものが多く、ピアノと習字・書道は特に続けている学
生が多かった。
＜性別・学科での差について＞
　セルフ・エフィカシー得点において、男子のほうが女子よりも平均値が高かった。本学
では男子学生は全体の10％程度であり、女子学生のほうが元気があるように思わるが、行
動における遂行可能性の確信については男子学生のほうが高い傾向にあることがわかっ
た。
　また、学科による差を見てみると、競争心尺度においては、いずれの得点においても情
報コミュニケーション学科の学生が他学科の学生よりも得点が低い結果となった。これに
はいくつかの要因が考えられる。一つは、美術科では作品の講評などで他者と比べられる
機会があり、また音楽科でも演奏会への出演におけるオーディションなどがあり、競争を
経験する機会がある。一方、情報コミュニケーション学科では、学科内での競争場面が少
ない。よって、情報コミュニケーション学科の競争心尺度の得点が低くなったものと考え
られる。また、本被験者の美術科・音楽科の学生は教職課程受講者であり、もともと向上
心が高い学生が多いため、競争心も高くなったものと思われる。一方、情報コミュニケー
ション学科の調査協力者は、コミュニケーション心理学の受講者が主であり、もともと競
い合うことなどを好まない学生が多かったものと推測できる。
＜競争心との関係＞
　課外活動の有無については、予想を反して運動競技の経験の有無よりも文化活動の経験
の有無のほうが競争心との関連が多くみられた。この結果は、先述した通り調査協力者の
１/３強が音楽専攻の学生であったことも大きいと思われる。特に個人の文化活動におい
ては、習い事としてというだけでなく、コンコールなどでの入賞を目指しているケースも
多かったのではないかと推測される。したがって、競争場面を経験することが多かったと
考えられるため、競争心尺度の得点が高くなったものと考えられる。
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